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令和４年度　第３回　ひのみね支援学校学校運営協議会　議事録 
 
１　日　時   　令和５年３月３日（金）　１４：００～１５：３０
                                      

 ２　場　所　　ひのみね支援学校　図書室　
 
３　会　議    （参加委員１２名）

 （１）学校長挨拶
 

 （２）今年度の教育活動及び学校評価について（教頭より説明）
 ○学校評価総合評価について

　全学部，全課において総合評価は「A」と承認いただいた。 
 

 【委員からのご意見・感想等】
 ○不審者対応訓練について

・マニュアルも事前に見せてもらったが，適切に真剣に取り組んでいた。タブレット端
末で不審者の動きや訓練の様子を動画撮影していたので，訓練後の講評で全職員が映像
を見ながら振り返ることができた。不審者対応はみんな動きを見て理解することが大事
である。ICTがいろいろな場面で活用され安心安全につながっているのがわかった。 

 ○災害時の対応について
・災害後の学校の再開について，保護者にとっては子どもがいることで，できていたこ

 とができなくなるので，学校が早く再開できるような対応の計画の検討が必要である。
○GIGAスクールについて 
・バーチャルリアリティーや拡張現実が当たり前のように使える時代になっているが，
それをどのように子どもに活用していくかが大切である。ただ最先端をいくというので
はなく，「この子どもにはこのように使える」などと子どもにどういうふうに還元してい

 くか考えていくとよい。
・技術を持っている人に参加してもらい，技術を提供してもらったり，関係者を紹介し
てもらったりして，知っている範囲を超えて，子どもたちに合ったテクノロジーを使っ

 た支援が実現できるのではないか。
・コロナ禍や子どもたちの実態等で活動の制限がある中では，あたかもその場で体験し
ているような体験をVR，ARを使ってできる。匂い，風なども体験でき，鼻や内耳に働き
かけるようなものもできている。360度全天球カメラは本人の操作でどこでも見られ，
ゴーグルやタブレットなど子どもに合ったものを使って自分の意思で見たい物を選んで
決めて見えるようにできる。市内で起業されているIT関係の協力が得られればさらに進

 んでいくのではないか。
 

 （３）協議
 ○本校生が体験を広げる機会となるような協働的な取組について

 
 ＜各委員からのご意見＞

・徳島県肢体不自由児者父母の会連合会で出前バリフリBOXを計画している。バリフリ
BOXは2016年から毎年いろいろな機関と協力して実施しており，障がいの有無に関わ
らず楽しみながら体験して学べる機会となっている。外に出て活動することが難しい家
庭にとっては家で活動できることを望んでおり，そのような方々のところに出向いてい
きたい。ひのみね支援学校で実施する場合，地域の方々に参加してもらい，子どもたち
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も参加して地域に出かけたり，校内を探索したりするようなこともできるのではないか。
 社会と広く接点をもつことや社会の一員としてのリアルな学びが大切である。

・ひのみね支援学校の子どもたちが，あいさい広場でエシカル活動を行っているが，地
域にはいろいろな立場の人がいることを知る機会になる。農業体験や生き物調査等「な
っとくしますくーる」を実施しているので，ICTを活用して一緒にできれば活動の幅が
広がるのではないか。また，あいさい広場は防災拠点にもなっているので地域と連携し
てやるべきだと思っている。人が集まる場所でもあるので，バリフリBOXの活動とコラ
ボして，ひのみねの子どもたちも参加して災害について共に考えていくというのもよい

 のではないか。当事者が参加していることが大事である。
・地域の生活を生で見るという機会があると良い。消防，警察，市役所，JAがイベント
を企画し，提案してくれて，何らかの形で体験できるとよい。複数の選択肢の中から子
どもたちの意志で選択して行ったり，出かけることが難しければオンラインで見たりし
てはどうか。リアルタイムで見ることができれば，友達がしている活動を見ると自分も
参加している気持ちになるのではないか。多くの施設の人々にとっては，ひのみねの子

 どもたちの実態を知ってもらう機会になる。
・絵本の読み聞かせでは，本に親しみ，バーチャルの世界を体験することができる。絵
本は心の中の世界を広げる。みんなで一緒に絵本を楽しむ雰囲気や匂い，空気を楽しん
でもらうことが大切である。この場所で一緒に過ごしている先生と仲間とそのような雰
囲気を味わえることは貴重な時間なのではないだろうか。読み聞かせの会を決まった曜
日開催できたら，子どもたちも期待して待っている。PTAや地域の人が読み聞かせボラ

 ンティアになってできるような体制をつくれるとよいと思う。
・子どもたちがどんどん地域に出かけていって活動してほしい。小松島市のお祭り等の
案内を地域の小・中学校と同様にひのみね支援学校にも小学部，中学部があるので案内

 してほしい。
 

 （４）その他（事務連絡）
 ・令和５年度の予定について


